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第６次白岡市総合振興計画後期基本計画策定に係る 

市民団体等意識調査結果報告書 

 

１． 調査実施概要 

調査期間 令和７年９月４日～９月３０日 

調査対象 市内で活動されている NPO や市民団体 

調査方法 チラシ(二次元コード付)を配布し、オンラインで回答 

有効回答数 10 団体 

 

（調査協力依頼チラシ） 
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２． 調査結果 

Ｑ１ 貴団体の主な活動内容をお答えください。（○は１つ） 

 
（注）この他の選択肢「自然環境の保全・啓発に関する活動」「農業・商工業の振興に関する活動」「国際交流や人権啓

発に関する活動」「その他」は回答なし。 

 

Ｑ２ 貴団体の会員数をお答えください。（○は１つ） 

 

Ｑ３ 貴団体の設立してからの年数をお答えください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健康・医療・福祉の増

進・啓発に関する活動

1団体

10.0%

防犯や交通安全に

関する活動

1団体

10.0%

子育て世帯の

支援や交流・

仲間づくりに

関する活動

1団体

10.0%

教育や文化の

普及・啓発に

関する活動

2団体

20.0%

地域の活性化

やまちづくり

に関する活動

5団体

50.0%

(n=10)

１０人未満

3団体

30.0%

１０人～３０人未満

4団体

40.0%

３０人～５０人未満

0団体

0.0%

５０人～１００人未満

0団体

0.0%

１００人以上

3団体

30.0%

無回答

0団体

0.0%

(n=10)

 「地域の活性化やまちづく

りに関する活動」（（50.0％）が

最も多く、次いで「教育や文

化の普及・啓発に関する活動」

（20.0％）となっています。 

 「１０～３０人未満」

（40.0％）が最も多く、次い

で「１０人未満」と「１００

人以上」がそれぞれ 30.0％と

なっています。 

 「１年～５年未満」と 

「３０年以上」がそれぞれ

30.0％で最も多く、次いで「５

～１０年未満」が 20.0％とな

っています。 

１年未満

0団体

0.0% １年～５年未満

3団体

30.0%

５年～１０年未満

2団体

20.0%

１０年～２０年未満

1団体

10.0%

２０年～３０年未満

1団体

10.0%

３０年以上

3団体

30.0%

(n=10)
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Ｑ４ 白岡市で活動していて良いと思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

 「活動の紹介や情報発信をする機会がある」（80.0％）が最も多く、次いで「活動する場所が確保し

やすい」（50.0％）、「活動に参加・応援してくれる人がいる」（40.0％）となっています。 

その他には、「イベント来場者（お客様）が穏やかで優しい」などが挙げられています。 

 

 

 

Ｑ５ 白岡市で活動していて、改善が必要だと思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

 「活動に対する市民や地域住民の関心が低い」（60.0％）が最も多く、次いで「活動に対する補助金

や助成金が不足している」（40.0％）、「市内の他の団体と交流する機会が少ない」（30.0％）となって

います。 

 その他には、「お客様として参加されることはあっても一緒にイベントなど作り上げる一員になる人

が少ない」、「活動拠点となっている施設が老朽しているので改善して欲しい。その場合には要望を聞

いて欲しい。」、「高齢化」などが挙げられています。 

 

 

  

80.0

50.0

40.0

30.0

30.0

20.0

0.0

活動の紹介や情報発信をする機会がある

活動する場所が確保しやすい

活動に参加・応援してくれる人がいる

市内の他の団体と交流をもつ機会がある

活動に対する補助金や助成金が充実している

その他

無回答

0 20 40 60 80 100

(n=10) (％)

60.0

40.0

30.0

20.0

0.0

40.0

0.0

活動に対する市民や地域住民の関心が低い

活動に対する補助金や助成金が不足している

市内の他の団体と交流する機会が少ない

活動する場所を確保することが難しい

活動の紹介や情報発信をする機会が少ない

その他（具体的にご記入ください）

無回答

0 20 40 60 80

(n=10) (％)
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Ｑ６ 貴団体の活動上の課題にはどのようなものがありますか。（○はいくつでも） 

 「人材・後継者不足」（70.0％）が最も多く、次いで「活動の周知・PR」（50.0％）、「活動場所の確

保」（30.0％）となっています。 

 

 

 

Ｑ７ 市に期待する支援策はありますか。（○はいくつでも） 

 「活動場所・機会の提供」（60.0％）が最も多く、次いで「地域との連携」（50.0％）、「情報発信の

支援」（40.0％）となっています。 

その他には、「活動拠点の施設の整備」や「市として市民団体とどう関わるか明確にして欲しい」な

どが挙げられています。 

 

 

  

70.0

50.0

30.0

20.0

20.0

10.0

0.0

0.0

人材・後継者不足

活動の周知・ＰＲ

活動場所の確保

活動資金の不足

外部との連携・協働

特にない

その他

無回答

0 20 40 60 80

(n=10) (％)

60.0

50.0

40.0

30.0

30.0

10.0

10.0

20.0

0.0

活動場所・機会の提供

地域との連携

情報発信の支援

補助金・助成金の拡充

他の団体等との交流機会の創出

資金調達の支援

特にない

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70

(n=10) (％)
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Ｑ８ 白岡市では、市民と行政との協働のまちづくりを推進しています。協働のまちづくりを進める

ためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は２つまで） 

 「地域のリーダーやまちづくりの担い手を育成すること」（70.0％）が最も多く、次いで「時間・場

所・内容などを工夫し、まちづくりへの参加の多様な機会を確保すること」が 50.0％となっていま

す。 

 その他には、「市役所側の街づくりをしている団体への参加」などが挙げられています。 

 
 

Ｑ９ 白岡市のまちづくりについて、ご意見やアイデアがありましたら、ご記入ください。 

 ４団体から次のような意見がありました。 

・エリアの限定的な活動が目立つので、エリアや年代を超えた団体間の交流や協力体制がほしい。

市内の団体でつくる交流会グループなど地域振興課の補助金をいただいているグループなどもう

少し交流をもつ機会があれば良いと思う。また、自団体だけでなく他団体の活動に興味をもつ環

境づくりや自団体の活動のみならず他団体への配慮や興味をもっともってほしいなと思う。 

・人が集えるシンボル的なコミュニティセンターを市内の便の良い場所に設けてくれると面白いと

思います。例）宮代町の進修館のような。 

・高齢化で長く歩くことが難しくなり、参加場所への移動が困難。タクシーを頻繁に利用も難しい

です。良い方法はありませんか。 

・都心へのアクセスもよく、自然も多い白岡をもっと PR し、白岡という街を知ってもらい、若い世

代の移住者をこれからも増やしていきたい！畑や森などの自然と人がつながり、育てる・集う・

分かちあう体験を通して、誰もが心地よく暮らせるまちを目指すために、 

＊体験型農園の設置：市内の遊休地を活用し、市民や都内から農業体験できる場＋自然交流

拠点のアクセス強化（交通・案内）で提供 

＊地元産品のマルシェ開催：地元果実のブランド PR の強化、加工品開発地元農産物を販売す

るマルシェを定期的に開催。 

上記内容を市と市民団体とタッグを組みながら、進めていけたら、幸せです。 

 

70.0

50.0

30.0

30.0

30.0

20.0

20.0

10.0

地域のリーダーやまちづくりの担い手を育成

すること

時間・場所・内容などを工夫し、まちづくり

への参加の多様な機会を確保すること

市民（団体）がまちづくりへ参加することの

メリットを市民（団体）に周知すること

市政に対する意見を伝える手段や機会を充実

させること

まちづくり活動へ補助すること

市政情報をわかりやすく市民（団体）に

伝えること

市民団体やＮＰＯなどの組織を活性化すること

その他（具体的にご記入ください）

0 20 40 60 80
(n=10) (％)


